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セグメント別連結業績（対前年同期）
(単位：百万円)

2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 増減 増減率(%)

国内教育 48,742 43,577 ▲5,165 ▲ 10.6
グローバルこどもちゃれんじ 13,168 12,284 ▲883 ▲ 6.7
介護・保育 30,141 29,959 ▲182 ▲ 0.6
ベルリッツ 11,190 8,818 ▲2,371 ▲ 21.2
その他 5,609 3,457 ▲2,152 ▲ 38.4
売上高合計 108,851 98,097 ▲10,754 ▲ 9.9
国内教育 ▲1,259 ▲5,092 ▲3,833 －
グローバルこどもちゃれんじ 684 336 ▲348 ▲ 50.9
介護・保育 2,705 2,008 ▲696 ▲ 25.7
ベルリッツ ▲1,334 ▲1,471 ▲136 －
その他・調整額 ▲644 ▲1,035 ▲390 －
営業利益合計 150 ▲5,254 ▲5,404 －
経常利益 ▲469 ▲7,416 ▲6,947 －
親会社株主に帰属する
四半期純利益 ▲1,597 ▲5,671 ▲4,073 －



(単位：億円)

国内教育 +19
▲41

学習塾・英語教室の新型コロナウイルス感染症による営業自粛に伴う減収等 ▲29
グローバル 日本 延べ在籍数の増加等による増収、コンサート中止による減収等 +1
こどもちゃれんじ

海外 中国：新型コロナウイルス感染症による営業活動縮小に伴う延べ在籍数の減少、
　　　   コンサート中止による減収等 ▲8
為替影響 ▲1

介護・保育 ▲1

ベルリッツ ▲21

▲2
その他 ▲15

▲6

国内教育 +10
▲48

グローバル 日本 増収による増益、販売費の増等 ▲3
こどもちゃれんじ 海外 減収による減益等 ▲0
介護・保育 ▲6
ベルリッツ ▲1
その他・調整額 ▲3

学校向け教育事業・学習塾事業・英語教室の減収による減益等

減収による減益、処遇改善、ホーム拡大に伴う要員増による労務費の増等

減収による減益、コスト削減等

減収による減益等

売
上
高
の
増
減
要
因

営
業
利
益
の
増
減
要
因

「進研ゼミ」 : 延べ在籍数の増加等による増収

学校向け教育事業：新型コロナウイルス感染症による学校休校に伴う減収等

新型コロナウイルス感染症による営業活動縮小に伴う、入居金型の新規入居者数の減少

語学教育事業：スペイン・ベルギー等での事業のフランチャイズ化、フランスでの事業整理、
　　　　　　　　　　 新型コロナウイルス感染症によるランゲージセンターの一時閉鎖による減収等

為替影響

㈱サイマル・インターナショナルの売却による売上の剥落

新型コロナウイルス感染症による直島事業のホテル休業に伴う減収等

「進研ゼミ」：増収による増益等
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売上高 / 営業利益の主な増減要因（対前年同期）

※2020年3月31日付で㈱サイマル・インターナショナルの全株式を㈱TAKARA & COMPANYに譲渡しました。

※
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通期業績予想について

●通期業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、現時点で合理的な業績予
想の算定が困難であることから、 「未定」 としています。

直近の状況

●グローバルこどもちゃれんじ事業、介護・保育事業においても
第2四半期会計期間の新型コロナウイルス感染症の事業
影響は縮小する見込みです。

●ベルリッツ事業においては、決算日が12月末日であること
から、４月以降が第2四半期に該当するため、ランゲージセ
ンターの一時閉鎖、及びELS事業（留学支援事業）にお
ける米国の大学キャンパスの閉鎖に伴う営業活動停止等に
より、第2四半期会計期間に前年同期比で減収減益が拡
大します。

●第2四半期累計期間の連結業績においては、前年同期比では減収減益となるものの、営業損益は改
善する可能性が高いと考えています。

●国内教育事業においては、休校や教室事業の営業自粛
の影響が大きかったものの、緊急事態宣言解除後の業
績は回復基調となっています。

営業利益の期間特性について

1Q 2Q 3Q 4Q

2018年度

1Q 2Q 3Q 4Q

2019年度

●第1四半期は構造上、教材の製造原価が増加する等、
利益水準が低くなり、第2四半期以降に利益が積み上
がる構造となっています。
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国内教育 （参考）事業別売上高内訳

（注）前連結会計年度において、「国内教育事業」セグメントの「学校向け教育事業」と「その他」の集計方法を
変更しております。この変更に伴い、前第1四半期連結累計期間についても修正を行っております。

(単位：百万円)

2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 増減 増減率(%) 構成比(%)

高校講座事業 3,635 3,797 162 4.5 8.7

中学講座事業 7,404 7,624 220 3.0 17.5

小学講座事業 14,591 16,132 1,540 10.6 37.0

学校向け教育事業 12,626 8,518 ▲4,107 ▲32.5 19.6

その他 10,484 7,503 ▲2,981 ▲28.4 17.2

国内教育計 48,742 43,577 ▲5,165 ▲10.6 100.0
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（参考）事業別売上高内訳グローバル
こどもちゃれんじ

(単位：百万円)

2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 増減 増減率(%) 構成比

(%)

国内こどもちゃれんじ講座事業 4,530 4,793 262 5.8 39.0

海外こどもちゃれんじ講座事業 6,395 5,789 ▲606 ▲9.5 47.1

その他 2,241 1,701 ▲539 ▲24.1 13.9

グローバルこどもちゃれんじ計 13,168 12,284 ▲883 ▲6.7 100.0
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（参考）｢進研ゼミ｣「こどもちゃれんじ」延べ在籍数
国内教育
グローバル

こどもちゃれんじ

（注1）延べ在籍数は、各年4月から６月までの月次在籍数の累計です。
（注2）海外こどもちゃれんじ講座の延べ在籍数は、中国、台湾、インドネシアにおける延べ在籍数の合計です。

（中国、インドネシアにおいては決算日が12月末日のため各年1月から３月までの月次在籍数の累計です。）

(単位：万人)

2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 増減 増減率

（%）

高校講座 42 41 ▲0 ▲1.1
中学講座 117 119 2 2.1
小学講座 358 387 29 8.1
合計 518 549 31 6.0

(単位：万人)

2020年3月期
第１四半期

2021年3月期
第１四半期 増減 増減率

（%）

国内こどもちゃれんじ講座 226 234 7 3.3
海外こどもちゃれんじ講座 372 362 ▲10 ▲2.7
合計 599 597 ▲2 ▲0.4
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（参考）高齢者向けホーム及び住宅数介護・保育

 2019年
6月末

2020年
3月末

2020年
6月末

アリア 24 24 24
くらら 40 40 40
グラニー＆グランダ 141 146 146
まどか 57 57 57
ボンセジュール 46 47 47
ここち 14 14 14
リレ 2 2 2
合計 324 330 330
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（参考）ベルリッツ レッスン数推移

（注）1. 直営センターのレッスン数です。
2. 第１四半期連結累計期間のヨーロッパの語学レッスン数は、前年同期に比べて214千レッスン減少しております。
この減少には、フランチャイズ化及び事業整理によるレッスン数の減少(176千レッスン)が含まれております。

３.第２四半期連結累計期間（速報値）のヨーロッパの語学レッスン数は、前年同期に比べて627千レッスン減少しております。
この減少には、フランチャイズ化及び事業整理によるレッスン数の減少(363千レッスン)が含まれております。

ベルリッツ

＜第1四半期累計＞ (単位：千レッスン)
2019年

1-3月累計
2020年

1-3月累計 増減率(%)

アメリカズ 262 244 ▲7.0
ヨーロッパ 699 484 ▲30.7
アジア 388 339 ▲12.6
合計 1,350 1,068 ▲20.9

＜第2四半期累計（速報値）＞ (単位：千レッスン)
2019年

1-6月累計
2020年

1-6月累計 増減率(%)

アメリカズ 557 479 ▲13.9
ヨーロッパ 1,370 742 ▲45.8
アジア 800 526 ▲34.3
合計 2,728 1,749 ▲35.9
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本資料に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関係する見通し
です。これらは現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。
従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下されることは、お控えいただきますようお願いいたします。
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